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１．研究計画の概要 

純良単結晶の各種物性測定データと鉱物組織

観察から、鉱物集合体であるマントル岩石の

巨視的物性量を拘束する実験的研究である。

そのために高性能電子顕微鏡の導入を予定し

ていた。得られた単結晶実験データに有限要

素法解析を適用してマントル岩石物性量を拘

束し、マントルの地震学的異方性、電気伝導

度構造などの考察を行うことを計画していた。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)EBSD結晶配向測定装置の導入と流動実験

の組織観察：平成19年度に本研究費で購入

予定であったEBSD装置は予算減額のため購

入を断念したが、幸い平成20年度採択の基

盤研究S（代表者：桂智男）で新品のFE-SEM

と一括で購入できた。蒸着装置など関連装

置を本研究費で整備した。山崎・芳野を中

心に流動組織観察で成果を出している。 

(2)有限要素法による複合弾性論の展開：2

次元多孔質体の解析から始め、予想を越え

て有用な結果を得ることが出来た。現在は2

次元複合体と3次元多孔質体の解析を実施

中である。比較的短期間で目標を達成でき

ると考えている。 

(3)緻密多結晶体試料の高圧合成と巨視的弾

性異方性の測定と解析：CaIrO3の焼結体を作

成し EBSD 観察と弾性的異方性を測定し、D”

層の地震波速度異方性を考察する予定であ

ったが、純良な焼結体作成に失敗し頓挫して

いる。上記(2)と連携させて新たな展開を模

索しているところである。 

(4)高圧相大型単結晶の育成と単結晶弾性

測定：SiO2の高圧相であるスティショバイト

の大型単結晶の合成に成功し、直方体試料

に整形し結晶弾性定数測定に成功した。得

られた結果は従来のブリリュアン法による

ものより1-2％高い弾性波速度を示唆する

結果を得た。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
前項で纏めたように、(3)の項目で計画通り
進展していないが、他の項目では計画通りの
展開を果たせている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
上記に示したように基盤研究 Aの諸課題が一
区切りついたところである。次年度は最終年
度であり研究を完成に向けて進展させてい
くのは当然であるが、緊急性の高い新規研究
課題を迅速に進展させていくために新たな
研究計画を作成し基盤研究 Sに最終年度申請
している。現在は結果まちであるが、基盤研
究 Sに採択された場合には、より包括的な研
究計画に転換することになる。 
 
５. 代表的な研究成果 
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